
２０２０年５月１９日 

地方創生に資する金融機関等の「特徴的な取組事例」受賞について 

株式会社京葉銀行（頭取 熊谷 俊行）は、２０２０年５月１９日（火）、佐原信用金庫 

（理事長 小森 哲）、株式会社地域経済活性化支援機構（社長 林 謙治）とともに、「ファンド

の活用による歴史的資源を活かした観光地域経済活性化モデルの構築」が内閣官房まち・ひと・

しごと創生本部の「地方創生に資する金融機関等の『特徴的な取組事例』」として認定を受け、  

表彰されましたのでお知らせいたします。 

本表彰は、金融機関等の地方創生に向けた取り組みのうち、地方公共団体等と連携している  

事例や先駆性のある事例を収集し、これを公表することで創意工夫のある取り組みが各地域に 

広がることを目的に行われています。今回は当行の事例を含めた３４事例が認定・公表 

されました。 

今回の取り組みは、佐原信用金庫および株式会社地域経済活性化支援機構と２０１５年９月に

組成した「千葉・江戸優り佐原観光活性化ファンド」を活用して、香取市佐原の「重要伝統的

建造物群保存地区」にある古民家や蔵の改修事業をサポートし、「歴史的資源を利活用した 

観光まちづくり」が評価されました。 

※取り組みの詳細は、内閣官房まち・ひと・しごと創生本部「令和元年度 地方創生への取組

状況に係るモニタリング調査結果～地方創生に資する金融機関等の『特徴的な取組事例』～」

をご参照ください。

ＵＲＬ https://www.kantei.go.jp/jp/singi/sousei/meeting/kinyu/jirei.html 

以 上 

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/sousei/meeting/kinyu/jirei.html


１９．「ファンドの活用による歴史的資源を活かした観光地域経済活性化モデルの構築」
（京葉銀行、佐原信用金庫、地域経済活性化支援機構）

１．取組の概要

•京葉銀行（以下「当行」）、佐原信用金庫（以下「当金庫」）、地域経済活性化支援機構（以下「機構」）がファンドを組成し、千葉県香取市の地域DMC等
に対して投融資実行。成田空港から近い立地にも着目しつつ、未活用の古民家・蔵等を再利活用した「歴史的資源を活用した観光まちづくり」を基本
コンセプトに地域経済活性化モデルを推進。

２．取組を始めるに至った経緯、動機等

•香取市佐原地区は、関東地方で初となる「重要伝統的建造物群保存地区」（以下「重伝建地区」）の選定を受け、江戸期以降の歴史的な町並みが保
存され、下総国の一宮である「香取神宮」を始めとする国宝や重要文化財などが現存する歴史的資源に彩られた地域であり、成田空港から近い立地
を活かした外国人観光客の誘致も見込めることから、同市をパイロット地域とした観光まちづくりの推進について、当行が機構へ相談。さらに、先般よ
り同地域の観光活性化に取り組んでいる当金庫や香取市、佐原商工会議所とも協議を重ね、ファンド組成について合意。当行、当金庫、機構で「千
葉・江戸優り佐原観光活性化ファンド」を組成すると共に、香取市、佐原商工会議所、香取市商工会、当行、当金庫及び機構により、「千葉県香取市の観光
活性化に関する包括的連携協定」を締結（2015年９月）。

３．具体的な取組内容

•ファンドは、同地域の観光による面的活性化を推進する観光地域づくり法人（地域DMC）並びに不動産保有・管理を目的とした法人（SPC）の創設を支
援し、2017年２月に投融資を実行。当行、当金庫、機構からは経営者や専門家を派遣してハンズオン支援を実施。
•同時に、香取市、バリューマネジメント㈱、（一社）ノオト、当行、当金庫及び機構により「千葉県香取市の歴史的資源を活用した地域活性化に向けた連携協定」を締結。
•佐原の重伝建地区でも増えてきている空き古民家・蔵などの遊休物件を宿泊・飲食施設として再利活用することで、町並みの景観を保全しながら、従来の日帰
り観光から滞在型観光への転換を図るため、2018年３月に「佐原商家町ホテルNIPPONIA」を開業。併設レストランでは地産食材を活用した料理を提供するなど、
地域産品のPRや地域団体・住民等と協力した集客イベントの企画運営を支援。同施設のメディア取材や視察を積極的に受入れ、地域のPR活動にも貢献。
•地域DMCは、同市や地域事業者と連携して、成田空港に近い立地を活かした外国人観光客の来訪促進・観光コンテンツの開発を図り、2017年度にはイン
バウンドのモニターツアーを実施。さらに、香取市６次産業化推進部会の事務局を務め、香取産品のブランド化・プロモーションや事業者連携なども推進。
2018年度には、市から地域の観光施設（上川岸小公園）の運営管理を受託。地域の事業者・団体・住民等と連携した地域イベントやマルシェ等を企画・運営。
2019年には、同地域に現存する未活用の歴史的な酒蔵を改修して、香取神宮と連携した婚礼披露宴などにも活用できる飲食施設の開発等にも着手。

４．実施にあたり工夫した点（金融機関の役割・推進体制面・ＰＤＣＡサイクル面等）

•機構は、地域DMC及びSPCの経営・運営にあたり、経営者や専門家を派遣して地域戦略・事業プランの策定・推進を支援。
•当行・当金庫も地域DMCへの出向等による人的支援や地域内のネットワークを活かした遊休物件の調査・取得交渉、開発マネジメント等を支援。
•地域金融機関による同市や地域有力者への働きかけにより、地域を挙げての支援体制を構築。活性化の機運が高まり、地域の事業者・団体・住民等が定期的
に情報共有する協議会や交流会等の設立に至っており、また、成田空港と連携したインバウンド向けのツアー造成やプロモーション等にも取り組んでいる。

５．取組の成果（取組中の場合は目標値・ＫＰＩ等）

•ファンド投資による遊休物件の再生（佐原商家町ホテルNIPPONIA・HOSTEL Co-EDO）は12棟。宿泊客数合計は開業から2019年末まで（１年10か月）に9,013人と
順調に推移。目標KPIは、2021年に佐原商家町ホテルNIPPONIAの宿泊者数6,300人/年、HOSTEL Co-EDOの宿泊者数4,800人/年の計11,100人/年と設定。
•佐原地区の①観光入込客数：61.3万人（2015年）→74.2万人（2018年）、②外国人入込客数：4,342人（2015年）→11,733人（2018年）と増加傾向。
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６．スキーム図等

『佐原香取』の世界観を提供

市内の回遊促進
香取神宮と水郷景観
や歴史的町並みエリア
を一体化することで
観光客の回遊を促進

再来訪客の創出
式場・ホテルの再利用、
地域への再来訪などが
見込まれ、生涯通じて
まちに愛着・思い入れ
を持つリピータ－創出

地域産業への
経済的波及
披露宴・レストランで
農畜産物・酒類など
の地産地消を促進

地域への貢献

伝統文化の継承
地域に伝わる伝統的
芸能・文化を披露し
マネタイズできる場を
提供して継承を持続

効
果
実
績

【ファンド投資の直接効果：2019年末 時点】

１. 遊休物件の再生：12棟（主に重伝建・文化財）

２. 雇用創出数：合計 29人

３. 宿泊者数：合計 9,013人
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空き
古民家
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に再生

連携
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人生で欠かせない『思い出の場所へ』

京葉銀キャピタル&コンサルティング


